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我
国
商
業
教
育
史

と
シ

ー
ポ
ル

･L

(我
国
畢
初
の
商
柴
学
校
創
立
計
劃
者
シ
ー
ガ
ル

･1
)

武

藤

長

束

.I

我
国
商
菓
教
育
の
歴
史
に
放
て
は
今
日
ま
で
に
出
版
さ
れ
允
る
書
籍
歴
訪
に
之
を
鼓
逃
し
た
る
も
の
あ
D
｡
例

へ

ば
(
〓
明
治
三
十
三
年
サ

i
月
番
行
政
横
井
時
冬
先
壁
書

『
日
本
商
業
史
維
新
後
の
商
業
史
』
麓
六
十

三
阜
商
業
教

育
'

(
二
)
商
業
大
僻
書
所
載
水
島
鉄
也
先
鐘
稿
商
業
教
育
'

(二
一)
明
治
四
十
五
年
七
月
教
行
革
済
大
鮮
書
第
四
倍

収
録
､
上
田
貞
次
郎
跨
皆
執
筆

『
商
棄
教
育
』
(四
)
太
要

義
去

月
密
行
放
鳥
里

二
郎
氏
煽

罰
天
野
二
郎
倦
』
(蕊
)

大
正
十

l
年
二
月
蓉
街
商
畢
研
究
第

1
港
夢

二
故
所
載
法
学
博
士
佐
野
著
作
先
鐘
編

『
日
本
商
業
教
育
略
史
』
等
あ

りヽ

○額
其
他
日
本
商
糞
教
育
史
の
塵
考
資
料
に
就
て
は
佐
野
博
士
が

『
日
本
商
業
教
育
略
史
』
の
序
文
中
に
重
覆
る
参

考
資
料
}J
L
イし掲
げ
ら
れ
L
も
の
す
輔
種
あ
り
O
又
此
調
査
を
助
け
ら
れ
し
商
撃
士
培
地
庸
治
郎
氏
よ
h
予
が
直
接

倦
聞
せ
し
慶
に
ょ
れ
ば
大
阪
の
商
業
敦
菅
に
裁
て
は
大
阪
商
糞
畢
硬

!
旗
(明
治
十
七
八
年
頃
)
(大
阪
高
簡
所
戚
)

大
阪
府

鹿
の
畜
類
あ
り
'
蹄
月
に
就
Y
は
初
代
所
長
甲
斐
織
騎
虎
保
管
の
書
類
､
兵
庫
棟
禽
史
(明
望

十
五
年
頃
敢
行
)

(兵
庫
鮫
廉

研

戚
)
等
あ
り
三
吉
ふ
｡

撃
二十
六
巻

(七
三
五
)

研

究

我
国
菌
叢
教
育

史

と
シ
ー
が
ル
pL

第
五
取

入
三



第
三
十
':ハ
奄

(
七
三
六
)

研

究

我
凶
商
業
教
育
史
と

シ
ー
ガ
ル
,l

第
五
妨

八
四

而
し
て
右
に
例
示
せ
し
我
園
商
業
致
青
史
塵
考
資
料
の
5,づ
れ
に
79
猶
逸
人
ド
ク
ト
ル
'
フ
ィ

タ
ッ
プ
'
フ

ラ

ン

ッ
'

フ
ォ

ノ
も

シ
ー
ガ

ル
-

(
P
h
ilip
p

F

ran
z
V
.
n
S
ieb.
1d
)
(鯛
讐

禁

山蒜

端
豊

謡

粘

れ
)

が
我
国
畢
初
の
商

業
学
校
創
立
計
劃
者
た
り
し
事
を
少
し
79
記
述
す
る
事
首
L
J

二

大
正
二
年
五
月
蓉
行
政
島
堅

二
郎
氏
編

『
矢
野
二
郎
賂
』
所
載

｢矢
野
二
郎
年
譜
｣
明
治
八
年
の
部
に
E
I-
∫

此
年
二
月
光
幽

府
議
姐
博
鷲
曾
事
務
取
救
命
亨
b
ろ
'
五
月
該
串
静
を
閲
嘩
清
明
_こ
引
地
ぎ
九
月
昂
靭
す

､
十
月
本
官
を
鮮
す

､
森
の
掃
朝
す
る

や
率
尭
し
て
商
染
教
育
の
必
要
な
嶋
へ
自
ら

1
小
私
塾
全
点
橋
匝
尾
浜
町
に
設
け
命
名
し
て
商
法
講
習
所
と
い
ふ
｡
賓
に
こ
の
年
八
月
の
こ
と
-こ
し

て
本
邦
商
業
撃
校
の
濫
傷
な
り
(
矢
野
二
郎
博
第
十
五
貢
よ
り
第
十
六
貢
)

炎
に
同
島
田
氏
編

『
矢
野
二
郎
賂
』

九
｢商
法
講
習
所
の
創
立
｣
と
題
す
る
部
に
日
-

森
有
増
に
毎
等
時
にこ
宛
だ
つ
の
意
見
私
立
つ
る
人
JJTiり
､
鏡
凍
り
急
鞠
全
国
に
徽
ろ
¢
時
代
_
'
早
-
韓
外
留
撃
盆
の
列
に
入
り
て
英
姐
に
赴
き
ii

ろ
人
な
り
'
刀
剣
在
武
士
の
魂
と

信
じ
た
る
者
倍
多
き
時
代
に
於
て
､
腰
刀
の
建
議
春
希
し
た
ろ
人
花
り
､
率
尭
し
て
内
地
雑
居
な
嶋

へ
､
叉
､

一

夫

一
婦
の
貌
な
立
て
た
り
'
其
兜
図
.1
在
る
や

､
英
語
を
折
衷
し
て
我
通
用
語
と
ぜ
よ

と
主
張
せ
り
､
英
断
認
否
矯
往
々
適
切
な
ち
ぎ
る
も
り
あ
り

L
と
雌
も
､
其
急
進
々
渉
の
性
格
私
有
し
､
自
信
に
厚
く
遁
徒
弟
進
､
他
の
区
々
Li
ろ
批
評
各
停
り
て
俳
掴
踊
措
竺
d
る
の
嵐
象
は
超
凡
の
人
と
謂

に
ぎ
る
可
'p
ら
ず
'
新

人
が
米
国

にこあ
そ

Jと
数
年
'
賓
L
締
り
iI
ろ
意
見
の

一
に
南
米
教
育
の
閑
教
諭
な
り
.
彼
謂
へ
ら
く
米
国
の
強
大
は
其
富

資
の
蒐
箕
.1
遮
り
て
'
富
資
先
安
の
掠
ti
有
感
有
武
の
人
材
.b
箕
業
界
.1=馳
鰐
し
て
功
名
を
此
方
面
に
立
つ
る
に
あ
り
､
我
日
本
が
人
材
を
政
治
の

1
方
に
傾
け
て
､
其
教
育
も
亦
政
治
法
律
軍
事
文
学
,1
偏
重
L

､
毘
工
の
教
育
を
軽
親
し
､
噂
に
商

業か
'全
-
教
育
範
囲
の
度
外
に
置
く
托
'
時
代

の
要
求
に
副
へ
ろ
方
針
に
あ
ら
ず
と
,
急
進
の
性
質
を
有
言

彼
は
之
空

還

-｡璽
EJ
て
､
商
業
学
校
を
創
立
ぜ
し
む
ろ
の
志
め
り
､
凝
固
の
際



之
を
米
人
に
計
親
し
か
イ
ブ
rL
Jす

み
碑
す
る
の
預
的
な
な
し
た
り
'
既
に
し
て
其
意
見
各
政
府
に
昏
ぐ
る
も
空
雷
と
し
て
容
れ
ら
れ
ず
､
兆
人
t

的
な
履
み
て
光
れ
り
､
森
は
帝
閲
の
公
人
な
り
'
宛
に
公
使
と
し
て
観
衆
各
代
表
ぜ
し
紳
士
な
り
'
自
己
の
信
用
と
帝
国
の
回
目
と

に
封
し
て
之
を

中
止
す
る
能
に
ず
､
京
橋
匪
尾
張
町

一
塊
究
極
の
階
上
を
蹴
り
て
'
此
_ニ
卑
近
の
商
業
教
育
な
控
-
ろ
こ
と
～
せ
り
､
常
時
の
泡
欝
に
筏
ひ
商
縁
講

習
所
と
解
す
'
曲
事
明
泊
八
年
八
月
に
遮
り
'
是
れ
親
閲
商
業
畢
校
の
濫
腸
に
し
て
､
大
小
高
下
各
種
の
撃
校
'
骨
'
明
治
政
府
の
設
置
に
成
り
て
､

吹
節
に
民
間
に
布
及
L
､
教
育
が
凝
政
の
要
捗
と

し
て
経
替
せ
ら
れ
た
ろ
史
蹟
申
､
猫
､
編
集
教
育
が
武
闘
_こ
資
源
L
､
謝
り
て
常
路
を
啓
蟹
L
t
尭

愛
着
の
苧
苦
努
力
_こ

より
'
汎
準
浄
嘗
漸
次
全
国
LL
備
捜
し
て
'
今
日
の
盛
況
を
見
ろ
に
至
り
し
托
'
我
陶
教
育
史
上
にニ
大
書
す
べ
き
特
色
叱
り
0

着
に
引
用
せ
し
放
鳥
里

二
郎
氏
編

『
矢
野
二
郎
倦
』
中
の
記
述
が
侶
命
矢
野
二
郎
氏
の
賂
在
れ
ば
･fJ
<y
矢
野
氏
ど

森
有
植
民
亡
の
取
囲
商
業
敦
育
史
上
の

一
大
功
績
の
み
を
叙
述
す
る
に
急
に
し
て
商
葉
教
育
史
上
他
の
史
的
革
質
を

看
過
L

L
方
に
片
寄
-
た
る
嫌
あ
る
事
は
次
に
引
用
す
る
横
井
幡
多
先
生
著
書
､
上
的
貞
次
郎
氏
清

『
商
糞
教
育
』

及
佐
野
博
士
編
纂

『
日
本
商
業
教
育
略
史
』
等
に
換
る
も
明
也
｡
箇
産
に
附
託
す
べ
き
は
矢
野
民
は
最
初
英
語
を
長

崎
人
森
山
多
苫
郎
､
西
富
十
郎
聾
よ
り
率
び
た
る
事
に
し
て
矢
野
氏
が
西
洋
文
明
に
接
触
理
解
し
他
日
或
は
外
交
官

妄

り
或
は
商
業
教
育
家
,yJ
な
ら
し
線
由
も
夫
れ
に
初
ま
る
事
は
看
過
す
べ
か
ら
ず
.
(離

詣

諸

掛
諜

)

≡

明
治
三
十
三
年
十

7
月
勢
帝
政
文
学
博
士
横
井
時
各
党
生
者
日
本
商
業
史
維
新
後
の
高
菜
史
第
六
十

)
貴
簡
菓
教

育
だ
遁
す
る
は
じ
め
に
臼
-
1

維
新
後
欧
兜
の
制
圧
を
移
し
て
我
邦
の
商
発
を
攻
某
し
㍗
ろ
も
の
少
.p
ち
ぎ
れ
.,/)
も
ま
づ
第

一
に
着
手
せ
ら
れ
て
最
も
磨
く
行
にェ
れ
L
に
銀
行
業
な

撃

一手

六
魯

(
七
三
七
)

研

究

我
国
商
発
教
育
史

と
シ
ー
が
ル
f
･

紫
五
坊

八
五



第
三
十
六
替

(
至
二
八
)

研

究

我
同
席
業
教
育
史
と
,b
-
封
か
下

策
玉
凍

八
六

可
と
す
､
さ
れ
ば
銀
行
策
は
あ
ら
ゆ
る
商
栄
の
模
範
A
)な
り
大
概
銀
行
に
倣
び
て
吹
環
ぜ
ら
ろ
ゝ

有
様
な
り
し
.p
げ
筏
ひ
て
商
兼
教
育
の
新
芽
J
銀

行
事
務
講
習
の
目
的
よ
り
蟹
生
し
寂
れ
り
｡

明
治
五
年
晩
政
府
の
国
立
銀
行
嫌
例
を
曹
布
ぜ
ら
ろ
ゝ
や
俄
に
銀
行
等
欝
在
講
習
ぜ
し
む
ろ
の
必
要
起
り
L
'p
は
七
年
相
月
大
域
音
銀
行
課
中
に
現

存
率
局
を
開
き
衣
横
弓
の
菜
洋
銀
行
の
書
記
41
り
し
英
国
人
ア
レ
キ
サ
y
ド
ル
'
ア
ル
レ
ノ
､
シ

ャ
シ
ド
も
雇
入
れ
て
十
名
の
官
監
生
に
薄
紙
聾
､
及

経
翌

銀
行
必
須
の
諸
芸

姦

控
ぜ
し
9
J
-
の
賓
に
我
邦
.1
於
け
晶

墓

膏
の
莞

-

与

｡
(讐

讃

閑
適

雛
電

器

'
)

右
引
用
せ
し
横
井
時
各
氏
の
所
論
は
明
治
八
年
八
月
森
有
拍
民
創
立
の
商
法
講
習
所
よ
り
約

1
年
前
明
治
七
年
四

月
に
設
け
ら
れ
た
る
大
蔵
省
親
行
課
内
銀
行
撃
局
よ
り
撃
を
蒐
し
光
る
鮎
に
於
七
.
叉
'
銀
行
業
が
贋
義
の
商
業
の

7
時
に
し
て
新
式
の
商
業
教
習
を
必
要
だ
せ
L
が
故
に
来
れ
に
封
す
る
帝
稽
敵
背
の
必
要
蓮
ら
し
事
は
注
意
す
べ
き

rJ
.'J
也
o

rJ
の
銀
行
畢
局
の
事
は
島
田
民
需

『
矢
野
二
郎
倦
』
に
は
記
す
る
庭
な
し
､
蓋
し
矢
野
民
に
関
係
な
き
が
虜
有
る

べ
し
だ
雄
も
､
我
国
商
業
教
育
の
歴
史
上
は
看
過
す
べ
か
ら
す
も
新
し
-
設
丑
n
れ
ん
だ
す
る
銀
行
業
に
徒
事
す
る

も
の
に
新
式
商
業
教
習
を
必
要
だ
せ
L
が
如
-
嶺
節
に
述
ぶ
べ
き

シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
計
割
の

叫
大
商
業
禽
社
が
其
附

属
}J
L
y
長
崎
に
商
業
学
校
を
設
け
､
禽
敵
に
働
-
人
材
養
成
を
必
要
W
せ
し
事
は
想
像
に
難
か
ら
き
る
べ
し
｡

四

上
田
貞
次
郎
虎
は
明
治
四
十
五
年
七
月
署
宥
経
済
大
辞
書
第
四
鞭
牧
鎌

｢商
業
教
育
｣

の
項
目
教
授
昏
執
筆
し
其

概
静
だ
題
す
る
部
分
の
は
じ
め
に
田
-



商
業
に
関
す
る
畢
校
教
育
の
塵
滑
は
甚
だ
新
し
さ
も
の
に
し
て
､
欧
米
に
あ
り
て
も
､
凡
そ
四
五
十
年
前
エ
り
始
ま
り
し
も
の
と

見
て
差
支
な
.p
る

べ
し
｡
我
国
に
て
11
い
ふ
よ
で
も
な
く
'
維
新
以
後
の
こ
と
な
り
.
其
以
前
に
は
何
れ
の
国
に
て
も
硬
弟
別
度
に
依
り
専
ら
質
地
の
縫
取
の
み
に
訴

(
て
商
業
界
の
後
渡
潜
在
養
成
L
.
草
間
的
修
養
と
し
て
は
聴
視
者
･
算
術
の
能
力

(
英
国
に
て
1

R
ead
in
g
)

W
ritir,g
g
d
A

rith
m
etic
か

合
せ
て

th
ree
R
と
い
ふ
)
私
得
ば
足
れ
り

と

馬

U
L

i
り
｡

上
田
氏
清

｢
商
業
教
育
｣
四
.
日
本
の
商
発
教
育

7
倍
草
の
寒
に
日
-
､

姑
新
の
改
革
は
紛
連
の
奮
闘
を
打
破
し
て
､
士
族
の
聴
植
わ
奪
ひ
P
外
圃
と
の
交
通
み
開

い
て
盛
に
西
洋
の
創
腔
文
物
を
輸
入
し
た
り
し
.?
ば
､
腐

梁
界
に
於
て
も
銀
行
'
海
運
を
始
め
と
し
て
種
々
の
新
事
業
の
祭
壇
在
促
し
､
曲
等
の
事
業
に
必
要
bTJ
ろ
人
物
托
到
底
之
も
薗
狐
の
商
人
中
_こ
求
む

る
=
と
虎
は
ざ
る
'&
故
に
'
政
府
に
於
て
も
頻
り
に
士
族
の
菅
栄
み
奨
励
し
'
従
っ
て
士
族
の
子
弟
私
立
と
し
て
教
養
す
る
所
の
聾
校
の
必
要
な
感

す
る
に
至
れ
り
｡
彼
の
頑
揮
鞄
苫
氏
の
犀
喋
義
塾
の
如
き
は
別
に
商
筆
致
育
み
標
按
せ
ず
と

雌
も
.
英
語
を
以
て
経
済
学

･
歴
史
･
地
現
等
の
質
実

的
撃
科
私
敦
へ
､
人
を
導
く
に
掲
立
自
署
の
清
紳
鮎
J以
て
し
た
る
結
晶
は
､
自
ら
繋
発
界
に
立
ち
て
新
事
業
の
衝
に
督
る
べ
き
幾
多
有
食
の
人
物
和

輩
出
ぜ
し
む
る
こ
と
と
な
り
た
り
.
賓
に
明
治
二
十
年
頃
よ
り
以
前
に
あ
り
て
ー‡
慶
摩
義
塾
に三
骨
吏
養
成
所
た
る
帝
組
大
挙
と
相
対
し
て
姶
+.,)唯

1

の
商
業
賓
業
学
校
il
ろ
の
靭
あ
り
し
な
り
O

(
経
済
大
尉
書
第
四
瀞
第

一
八
四
四
真
よ
り

1
八
四
五
首
泰

照
)

上
田
氏
が
日
本
商
業
教
育
史
中
に
頑
経
論
笥
発
生
創
立
経
費
せ
し
慶
鷹
義
塾
の
事
に
着
眼
せ
L
は

7
つ
の
見
方
在

り
｡
横
井
氏
の
著
書
に
は
顧
浮
流
の
慶
鷹
義
塾
に
裁
て
云
ふ
魔
覆
し
上
田
氏
は
痛
洋
濃
が
明
治
六
年

『
帳
合
之
法
』

を
出
版
せ
し
畢
而
し
て
政
審
が
我
国
に
て
出
版
の
最
初
の
簿
記
法
の
書
物
在
る
撃
又
簿
記
法
は
商
業
致
膏
止
最
も
重

要
在
る
科
白
在
る
尊
等
に
就
て
は

〓
77D
を
7P
費
さ
き
-
L
が
予
の
爆
関
す
る
魔
に
し
て
誤
覆
L
w
せ
ば
二
相
揮
先
生

の
門
下
生
中
経
済
率
の
外
に
簿
記
法
の
心
得
あ
る
も
の
が
三
菱
の
如
き
に
ス
J,
蜜
業
界
の
人

と
な
り
し
三
試
ふ
､
故

荘
田
卒
五
郎
氏
の
如
dTJ帥
ち
克
也
三
吉
ふ
｡
rJ
れ
注
意
す
べ
き
率
柄
也
0
両
し
三
相
淳
氏
は
来
園
出
版
の
英
文
簿
記

芳
三
十
六
番

(
七
三
九
)

研

究

我
幽
商
発
教
育
史
と
y
I
が

ル
下

第
五
験

八

七



璽

二
十
六
魯

J
(
七
四

〇
)

研

究

我
国
商
業
教
育
史
と

シ
ー
ガ
ル
j
･

第
五
披

八
八

番
A
点

克
己
し
て

『
帳
愈
之
法
』
を
著
せ
し
も
の
琴

O
が
'
予
の
藩
見
せ
し
塵
に
依
れ
ば
既
に
幕
末
に
西
暦

7
八
三

三
年

(我
天
保
四
年
)
和
蘭
出
版

W
.
0
71d
sh
.ff
氏
著
伊
太
制
式

(商
業
)
簿
記
法
が
我
弘
化
四
年

(
1
八
四
七

年
)
飯
に
我
長
崎
出
島
に
輸
入
rbれ
屠
ら
し
革
は
拙
稿

『
明
治
以
前
長
崎
に
俸
は
ら
し
蘭
文
簿
記
書
』

(国
民
経
済

難
詰
第
三
十
巷
第

l
淡
)
に
述
べ
し
魔
の
如
し
｡

ruれ
ば
英
文
の
溌
囲
出
版
簿
記
書
よ

h
79
薗
文
葦
記
雷
が
早
-
戟

国
に
倦
は
-
L
は
珠
意
す
べ
き
艶
O
次
に
痛
浮
氏
の
面
識
あ
る
猫
逸
人

シ
ー
ボ
ル

ト
先
生
が
夙
に
長
蹄
に
商
糞
畢
校

創
設
の
計
割
を
有
せ
し
事
79
興
味
あ
る
事
在
り
｡

(附
註
)

西
洋
相
済
撃
の
停
苑
旦

脂
揮
凍
り
関
係
に
就
て
げ
拙
稿

｢
ス
p.I
ス
の
名
'
其
生
涯
､
及
其
聾
祝
等
を
早
く
我
闘
_こ
倦

へ
た
る
開
先
経
滑
著
し

参
照

(
大
正
十
三
年

一
月
費
行

経
済
論
叢
第
十
八
蓉
第

1
挟

｢
ア
ダ
ム
･Tで
,
ス
記
念
鱗
｣
所
載
)

次
に
上
田
戊
が
前
に
引
用
せ
し
如
-

『
商
業
に
蹄
す
る
学
校
数
膏
の
起
原
は
甚
だ
新
し
き
も
の
に
し
て
欧
米
に
あ

-
て
亀
凡
を
四
五
十
年
前
よ
ち
始
ま
h
L
73
の
ビ
見
て
差
支
襟
か
る
-べ
し
』
･,J
述
べ
L
は
欧
酬
商
業
教
育
史
上
正
確

在
る
記
述
に
あ
ら
ず
｡

狗
逸

't
y
ブ
ル

ク
(H
am
b
u
rg
)
に
於
け
る
P
r
o
f
.

Job.G
eor
gB
a
scb
の
経
費
せ
し
商
業
学
校

("
H
a
tllb
u
rg
isch
e

f
la
n
d
elspbkadelrlie"
)

は
十
八
散
紀
の
中
尭
千
七
百
六
十
八
年
の
創
立
也
｡

(御
荘
)

H
,
LeChuma
c

t1.er
著

W

ettw
irtschafttiche
StL3d
ien
収
録

W
ettw
irtGC
haftliche
Au
fgaben
F
U
J
)terrichtsw
esen
und
in

acr
W
i

s
senscha
f

t

中
の

I.E
3

R

eI
]

a
r

tYLtn
d
B
ed
eu
tu
n
g
d
er
H
a

n
d
e

lsl
岩

Chsctm
len

と
琵
す

去講
洗
第
五
官
八
十
二
頁
参
照

Th
e

odo
r

B
l
um
著
額
漁

商
業
教

育

論

(Da
s
d
e
u
ts
che
H

and
e

lssc
h
u
l
w
e
s

e
n

)第
官
三
十

七

貢

XX
I
V
F
rei
Stad
t
fJ
am
b
urg
の
部
参
照
)

商
業
算
術
及
簿
記
術
の
馨
達
商
人
た
ら
ん
芭
す
る
も
の
に
封
す
る
英
等
の
致
膏
の
伊
太
利
､
和
蘭
､
猫
逸
､
英
国



米
国
'
等
に
於
け
る
歴
史
的
敬
達
に
裁
て
は
猫
逸
経
済
聾
者

W
erner
S

om
bart
が
其
著

D
erB
ourgeoi8
中
に
詳

述
す
る
庭
也
｡

呉
秀
三
成
著

『
シ
ー
ガ
ル

･L
』
中

シ
ー
ボ
ル

ト
先
生
の
郷
里
の
大
挙
に
て
シ
ー
ボ
ル

ト
先
生
の
卒
業
せ
し
ク
ユ
ル

ヅ
ブ
ル

ク
大
挙
に
陶
す
る
記
事
中
に
日
-
～

ウ

ユ
か
タ

ブ
ル
ク
大
挙
は
常
時
よ
り
濁
逸
有
数
の
大
聾
L
lり
骨
に
常
時
の
み
な
ら
ず
千
五
官
八
十
二
年
ユ
ー
>
サ
ス
法
侯

(J
ulius
E

ch
ter
voコ

㊥
@
@
@

M

e
Ⅵ7)elb
ru
rlD
)
が

商

業

撃

段

と
病
院
み
建
て
土
地
財
賦
在
野
肘
ぜ
し
以
寂
名
皆
輩
出
力
み
教
習
.1
志
し
て
&
.留
科
大
聾
に
挺
然
と
し
て
四
方
の
大

挙
に
超
域
し
十
八
世
紀
の
末
十
九
世
紀
の
初
_ニ
ーヱ
殊
に
聾
琴
あ
り
て
千
八
官
十
四
年
此
府
が
巴
威
里
に
屈
せ
し
ょ

り
ユ
ー
Ⅴ
ク
ス

'
マ
キ
シ

."
サ
ヤ

ソ
大
挙
と
吹
耕
し
て
名
流
多
-
輩
出
L
-
･…
(典
穿
三
成
著

シ
ー
ガ
ル
･L
第
十
八
東
よ
り
第
十
九
某
ま
で
の
]
節
)

rJ
れ
に
疲
れ
ば

シ
ー
が
ル

･L
先
生
の
郷
里
に
は
早
-
よ
h
商
業
学
校
あ
り
し
7g
の
の
如
し
だ
雌
79
予
は
其
根
本
資

料
の
確
か
在
る
も
の
を
未
だ
手
に
せ
gb
る
を
遠
戚
ど
す
｡

R
.V
･
d
･出
.

rght
氏
著
商
業
及
商
巣
政
策

(ff
andeluna
H

andetspoli七山k)
第
二
部
商
業
政
策
第
二
貴
国
内
商
業

政
策
中
商
業
教
育
を
論
じ
た
る
う
ち
に
'
商
業
教
育
機
関
は
十
八
世
紀
よ
り
蓉
達
し
初
め
た
る
も
醇
に
注
目
す
べ
き

馨
達
は
十
九
世
紀
に
入
-
て
後
の
撃
覆
J
/

････････猫
逸
に
て
は
十
九
世
紀
の
前
菜
に
は
商
葉
単
投
は
未
だ
少
覆
-

1

八

i
四
年
創
立
グ
ン
チ
ヒ
市

(I)
anzl'g)
の
fl
andetsall･ademi
ヱ
Å

7
七
年

A
rnoLdi
氏
の
創
立
せ
し
ゴ
ー
ク

ー
市

(G
otha)
の

fl
andtun
g
slehr]in
gssch
ule

7
八
三

一
年
ラ
イ
プ
チ
ヒ
市

(L
eipzig)
の

die
6fEentlich
e
fTan
d
e
ls･

teh
ranstalt
等
の
創
立
さ
れ
光
る
事
を
記
述
す
れ
や
も
シ
ー
ポ

ル

･1
り
郷
里

W

iirzbコrg
に
商
業
畢
校
の
早
-
有
せ

し
事
を
叙
述
す
る
撃
写
し
(即
EIVh
7･1&
Ol
婚
㌫

鞘
頚
詐

讐

版
)

算
三
十
六
番

(
七
四
7
)

研

究

我
協
商
染
教
育
史
と
訂
-
ガ
ル
,i

第
五
験

八
九



第
三
十
六
馨

(
七
四
二
)

研

究

我
国
南
米
教
育
史
と

シ
ー
か

ル
rL

第
五
娩

九

〇

ウ
ユ
ル

ツ
ブ
ル

ク

(W
iirz
b

u
rg
)

に
驚
け
る
技
術
工
業
畢
校
(
e
e
l,,
e

P
olijtec
hnische
en
elja
邑
rT'e
mCh..))に

薪
て
は
西
暦
予
入
官
四
十
三
年

(天
保
十
四
年
)
和
蔚
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
出
版
和
粛
商
業
就
碁
､

7
名
商
工
業
聯
典

中
り
ふ

ツ
ブ
ル

ク

(W
iirz
bu
rg)
の
部
に
記
述
す
れ
せ
商
業
単
機

(flan
d
ets
soh
o.i)
が
ウ
エ
ル

ツ
ブ
ル

ク
に
存

在
せ
し
串
に
裁
て
は
こ
玄
ふ
塵
な
し
｡

以
上
予
が
狗
逸
特
に
シ
ー
が
〝
J義

鎮
の
郷
里
ク
ユ
ル

ヅ
ブ
ル
ク

(W
iir
zburg
)
に
於
け
る
商
業
学
校
周
歴
史
を

探
査
せ
ん
だ
せ
し
理
由
は
本
家
醤
学
者
博
物
尊
者
雀
る
シ
ー
ボ
ル

ト
先
登
が
如
何
に
し
て
商
業
教
育
に
蘭
す
る
知
識

を
得
ら
れ
し
乎
を
知
る
の
資
料
に
供
せ
ん
が
食
め
華
､
上
田
氏
の
欧
洲
商
業
教
育
史
に
陶
す
る
叙
述
の
批
判
よ
り
移

P
で
予
が
ク
エ
〝
ツ
ブ
ル

ク
の
商
業
拳
校
に
哉
て
少
し
-
探
求
せ
し
所
以
は
上
述
の
理
由
に
ょ
る
話
者
之
整
誠
と
せ

ら
れ
よ
｡

五

我
邦
商
糞
数
青
の
歴
史
に
就
て
は
最
近
東
京
商
科
大
挙
商
畢
研
究
垢
輯
所
よ
り
大
正
十

一
年
こ
月
番
街
の
商
畢
研

究
第

一
審
筆

二
親
に
附
錬
}J
し
て
収
載
さ
れ
ね
る
陰
畢
博
士
佐
野
事
件
発
生
稀

｢
日
本
商
業
教
育
略
史
L
rfJ
題
す
る

盲
三
十
二
薫
に
亙
る
長
文
の
精
細
な
る
調
査
研
究
あ
ら
我
邦
の
商
発
散
育
艶
研
究
者
に
ご
り
て
参
考
史
料
だ
L
y
長

-
慣
億
あ
る
7g
の
な
る
べ
し
ぎ
雄
も
佐
野
博
士
の
調
査
は
明
治
維
新
後
商
業
教
育
に
掬
す
る
最
一初
の
法
制
ざ
最
も
早

-
設
立
せ
ら
れ
光
る
商
業
畢
絞
ま
-
聾
を
起
n
れ
L
に
止
り
商
業
畢
校
叉
商
業
教
育
.j
掬
す
る
知
識
の
我
邦
に
像
は

h
L
由
凍
､･
叉
商
業
畢
梗
設
立
計
割
が
明
治
以
前
に
無
か
ra
L
乎
否
乎
に
就
て
何
等
究
ひ
る
廃
家
か
ら
し
が
如
し
｡



明
治
以
前
我
国
に
長
崎
の
門
戸
よ
b
俺
は
h
た
る
西
暦

7
八
四
三
年

(天
保
十
四
年
)
ァ
ム
ス
チ
ル
ダ
ム
出
版
和

蘭
商
業
雑
纂

一
名
商
工
業
際
典

(N
ea
erlandECh
fT
ande18m
agaZi首
,
Of
A
]g
eI莞
en

Z
an･TJenVattena
W
oordenI

boek
vcoT
f
fallaet
en
Nij
verh
eid
)
に
は
商
業
畢
校

(fJ
and
e訂
c
hoolen
)
商
事
脅
社

(瑚
a
n
d
el･W
aa訂
ch
ap
p
i〇

束
印
度
合
致

(O
ost･Indische
E
.m
pag
n
ie
)
簿
記

(B
oekhouclen)
等
の
項
目
あ
-
o

長
崎
に
は

O
･
E
･
B
oe
dd7'ng
h
aus

だ
評
す
る
燭
逸
生
れ
の
商
人
に

て文
久
二
重

(西
暦
千
八
甫
六
十
三
年
)
始

め
て
長
崎
に
蒸
ら
大
垂

二
年

(千
九
百
十
三
年
)
八
十

7
歳
の
高
齢
に
て
出
島
に
て
死
せ
し
商
人
あ
b
き
宜
へ猶
逸
商

人
は
本
圃
に
て
商
菓
革
校
卒
糞
後
帆
醇
に
便
乗
し
喜
望
峯
を
迂
回
L
y
百
八
十
七
日
間
の
航
海
後
香
港
に
著
し
'
居

る
撃

二
年
の
後
前
述
の
如
-
千
八
百
六
十
三
年
(文
久
三
年
)始
め
て
長
崎
に
凍
れ
ら
こ
の

B
.ed
a
in
g
hauS
は
猫
逸

大
宮
カ
ン

ト
(Im
f-
nuel
X

a量
の
人
類
畢

(Anthropologie
山rl
P
Tagm
atiscb
er
.fIh
Sicht
ab
gefas8t)

の
フ
ラ

ン
ク
フ
ル

ト
及
ラ
イ
ブ
チ
エ

F
Tan
k
fu
rt
ulla
L
eipzig)
千
七
宙
九
十
九
年
版
を
朗
拝
せ
り
､
(
完

城
詰

請

,11
7

謎

詣

嗣
詣

g
)
fJ
れ
カ
ソ
去

翌

日
の
我
閲
に
格
は
h
L
亀
の
の
最
初
筏
ら
ん
だ
考
へ
ら
る
JP
が
同
氏
は
別
に
文

畢
書
歴
史
地
理
商
業
藩
等
を
種
々
研
究
せ
り
､
其
内
商
業
書
の

1
だ
し
て
ブ
イ
プ
チ
ヒ

(L
eip
7J1Pg
)

7
八
五
五
年
版

の
同
地
商
業
畢
校
数
師

(L
eh
rer
an
aer
6fferltlich
en

f
fandets･ZJe
hran
stalt
zu
L
eip
zItg)
た
ら
し

G
u

stav

W
ag
n
er
及

F
r
･A
.Strack
erJ.an
氏
等
著
述

C
.m
p
en
d
ium
d
er
宏
Lin
zJ
W
ass･,Gew
訂
h
ts
u
n
d
W

echseleours･

v
erhattn
isBe
Sam
m
.ulicher
Staaten
un
d

f
r

anaelsstad
te
d
eT
E
ra
e
の
如
き
書
物
を
所
威
せ
り
.

谷
は
予
之
か
萌
す
)

明
治
辺
前
我
国
に
俺
は
h
L
蘭
文
叉
は
猫
文
等
の
商
発
雷
に
裁
て
今
鐙
に
深
-
論
及
す
る
暇
な
し
他
日
を
期
し
考

澄
文
を
費
表
す
.,(
し
｡

第
三
十
六
替

(七
四
三
)

研

究

我
国
商
柴
教
育
史
と
y
I
射
ル
下

弗
玉
妨

九
7



堅

二
十
六
馨

(七
四
四
)

研

究

我
観
商
業
教
育
史
と
シ
ー
が

ル
Jl

第
五
按

九

二

y
I
ボ
ル

ト
先
生
は
讐

二
回
日
本
暖
水
を
果

n
ず
ナ
ポ
レ

オ
ン
三
世
を
勧
め
て

一
大
商
事
倉
敷
を
創
設
す
る
事
も

髭

･>
ナ
ポ
レ

オ
ン
三
世
に
巴
腰
に
て
千
八
百
六
十
六
年

(慶
歴
二
年
)
の
春

一
回
倉
払
し
の
み
に
て
同
年
秋
十
月
十

八
日
突
然
の
病
乗
に
て
南
狗

'(,̂
イ

エ
ル

ン

闘
首
府

",
エ
ソ
へ
y

(M
d
n
ch
en
)
に
V
,双
眼
せ
し
か
ば

7
大
商
事
合
歓

も
成
立
せ
ず
経
て
長
崎
に
商
業
畢
校
も
設
立
せ
ら
れ
す
し
て
終
れ
-

O

大

シ
ー
ガ
ル
pL
が
長
崎
に
商
業
学
校
を
設
立
す
る
計
割
を
有
せ
し
事
に
萩
で
は
後
年
出
版
の

シ
ー
が
ル
ー
薯

日
本

(N
ipp
on
)
第

7
港
所
蔵
シ
ガ

ー
ル
ー
俺
に
明
な
り
0

今
其

7
節
を
引
用
す
れ
ば
次
の
如
し
｡

D
er
erste
w
a
r
a
le
E
i-詮
h
fu
r,g
血ies
d

e

u
tscr
en
買

litarsy
stenLS
in
J
ap
an
d
u
rch
d
ie
出
口
g
ag
lerun
g
eiller

A
n
Na
h
l
b
ay
erisch
el
C
LfB
Zie
re
rlrl(q
tJrjter
Ofh
Z･;C-re
a
】s
In
stru
k
teu
re
in
l
ja
FJar)iECh
en
D
ien
Et,
u
n
d
d
as
Z
W
eite

P
rojek
t
w
a
r
a
主e
G
r≡
3a
u
1U
g
ein
er
g
rcsEartjg
en

Jj
a
n
d
elsg
eseニ
gch
aft.
v
el･b
u
lld
cn

n
it
ein
el
S
cb
ute
flirt

fh
n
d
elBW
l.SSer)SCIDa
ften
ill
hTag
a
sak
i･
(fjh
･
F
l.
V
C,11
S
ieb
old

薯

N
ippo
n
第

一
幕
麟
蔵
シ
ー
ガ
ル
倦

X
･Y
X
I

の
部
塵
照
)

右
に
記
す
る
如
-
シ
ー
が
ル

ー
発
生
は
第
二
何
鰐
囲
後
備
日
本
の
名
吟
に
爺
さ
ん
yJ
L
で
第
三
回
日
本
渡
航
を
志
し

或
は
日
本
に
バ
イ

エ
ル

ン

国
の
陸
軍
制
度
を
輸
入
せ
ん
ご
し
或
は
日
欧
商
業
交
通
の
褒
め
に

7
大
商
事
倉
敷

(fla
rl-

d
eisg
eSeilSch
aft･)
を
創
設
し
又
其
附
属
商
糞
畢
校

(S
ch
ule
fiir
fla
n
d
e訂
w
issen
sch
aften
)
を
設
立
せ
ん
と
せ
り
.



シ
ー
++.･･
ル

J･発
生
の
郷
里
南
濁
.I,
･T
エ
ル

ン

(Bayern
)

の
ウ
エ
ル
ブ
ブ
ル

ク
市

(W
tir
zburg
)
に
於
て
骨
で
催

n
れ
た
る

･･b
I
ボ

ル
ト
先
生
生
誕
百
年
記
念
祭
に
際
し
印
刷

さ
れ
た
る
記
念
冊
子
所
載

･b
I
ボ
ル

J･発
生
略
経
に
も

前
述
せ
し

1
大
商
事
倉
敢
及
其
附
属
商
業
学
校
設
立
計
割
の
事
も
述
べ
あ
る
を
見
る
｡

シ
ー
rボ
ル

ト
が
長
崎
に
商
業
畢
校
を
創
設
せ
ん
と
の
計
割
を
有
せ
し
事
柄
に
武
で
は
1
)
r
･
J

.P

.
K
leiw
eg
d
e

Zwa=

著

『
日
本
及
支
那
に
於
け
る
圏
術
の
人
種
畢

(土
俗
寧
)
的
歴
史
研
究

(V
61kerkun
dlich
cs
u
n
d
ge8Cb
ieb
tlicheg

tiber
d
ie
H
eilk
u
nde
d
er
C
hin
esen
und
J
aD
aner
ln
ib
B
esonderel･
B
el･dcl㌫
ich
tig
u
n
g
H
ot!a
n
a
ischer
E
in
fl
iisSer).

fl
aar12m

)9
17)
中
に
も

シ
ー
ポ
ル

･1
の
部
に
着
席
拳
骨
社
及
商
業
車
校
を
長
崎
に
設
立
す
る
事
に
就
て
記
述
す
｡

シ
ー
ガ
ル

も
発
生
の

1
大
商
事
魯
鈍
設
立
前
割
は
偽
蘭
商
の
ナ
ポ
レ

オ
ン
三
世

(
N
ap
E
eon
il
l)
を
勧
め
て
雀

n
ん
}J
せ
し
も
の
在
る
事
は
次
に
掲
ぐ
る
健
闘
文
聾
者

A
Ipb
on
se
l)audet
()
8
W
I
t897)
薯

C
oute∽
du
L
und
i

第
二
の
部

(
r)eu
Xiem
e
P
a
rtie)
終
末
旨
帝

(L
.em
p
eret,1.
aVeu
gle
.u
L
e
voyag
e
en
B
aviere
a
la
R
echerche

(n
in
e
P

rahT6d･'e
J
apon
aise)
中
の

一
節
に
明
也
｡

A
u
p
rin
tem
p
s
a
e
]8667
R
f･
d
e
S
ieb
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C
olon
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bav
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service
d
e
la
H
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u
d
eL
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con
n
u
d
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皿

]
e

m
o
n
a
e
scien
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r,a
r
mes
b
eaux
ou
vrageS
Su
r
ta
A
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PO･llaise,
vint
a
P
aris
mOu
m
ettre
a
t.em
PereuJ

u
m
vaste
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j.et
d
'a,SmOCia
tion

in
tern
atio
n
ale
p
ou
l
l'exp
loitation
d
e
ce
m
ervei=eu
x
N
iDOn
･Jepen

･Jap
on

(E
m
p
ire･au
･L
ever･d
u･S
cleil)
q
u
.il
avait
h
abit6
p
en
d
ant
plus
d
e
tre2
3

t

e
anS･

こ
れ
に
は
商
事
脅
敢
附
属
商
業
学
校
の
事
は
記
述
せ
ず

｡

(附
撃

目
本
港
劇
盲
帝

(L
'em

づCrCl-
r

A

v

eupte)
と
は
妹
菅
山
婦
女
磨
訓
在
指
し
盲
帝
と
は
其
内
の
天
智
天
皇
在
指
す
妹
常
山
婦
資
庭
訓
第

第
三
十
六
奄

(七
四
吾

研

究

敦
圃
商
業
教
育
史
と

シ
ー
ガ
ル
rL

第
五
戟

九
三



揖
三
十
六
餐

(七
四
六
)

研

究

我
国
商
尭
教
育
ぬ
き
y
I
が
ル
･L

斧
五
続

九
四

1
.i

｢
天
智
天
皇
の
宮
居
な
ず
肇
展
の
郡
の
冬
大
立

日
の
蘇
e
lを
主
i1
ろ
君
寓
粟
¢
御
q
/だ
t二
間
皇

日
の
御
惜
｣
其
他
参
照

シ
ー
が
か
,l
托
西
暦
千
八
宵
二
十
六
年
江
戸
よ
り
島
崎

へ
の
蹄
途
大
阪
滞
在

(A
u
!.en
th
alt
zu
O
sat(a)
申
血
族
菅
山

(D
as
S
ch
au
Sp
ie
l

lrw
se)
み
観
i1
ろ
革
文
盲
帝

(P
e
r
b
lind
e
M
ik
ad
o
)
の
革
み
託
す

二
ソ
ー
か
ル
rL
著
日
永
第

一
令
弟
二
首
二
十
三
賞
)

森
臨
界
博
士
管

｢
2g,

け
等
し

収
録
音
帝
の
曲
轟
照

小
泉
八
雲

(
L
a
fc
a
d
i
o
H

earn)
の
東
京
帝
国
大
挙
に
於
け
る
備
圃
文
単
著

A
L
)audetに
陳
す
る
評
論
中
に
7P

Da
u
a
c
t

だ
シ
ー
ボ

ル

ト
ど
の
関
係
を
叙
述
せ
ち
即
ち
左
の
如
し
.

D
aude,t
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s
w
ri
誉
n
a
g
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t
冒
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y
S
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Per
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u
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n
o
t
k
n
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a
t
o
I
C
O
f
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)
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a
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o
f
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,
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o
f
J
a
冨
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Su
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P
a
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D
a
u
Llet
m
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e
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e
a
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u
a
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o
f
P
h
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p
F
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z
v
on
S
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-
w
h
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n
a
m
e
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W
e
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n
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a

scie
n
tifi
c
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p
lo
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of
J
a
pan,
S
ie
bo
ld

w
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en
tr.77ing
to
in
ter
e

st

LLap
oleoil
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th
e

p
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ect
LJf
a
G
reT｡

E
u
r
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n
C
o
m
m
e
rcia
l
C
o
m
p
a
n
y
J
to
b
e
o
lg
a
n
l･Z
e
d
fo
r
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c
p
urp
oSC
O
f
t-adiD
g
W
ith
J
ap
a
n
･･
･,･S
ieb
o
ld
csp
e
cia
71y
d
eIig
b
ted

I)aud
et
b
y

s
to
rie
B
O
f
th
e
J
a
pa
lleSC
th
eatre
.
"1
w
ill
g
iv
e
y

昌
,
"
h
e
Ea
id
to
D
a
ud
e叫,
a
b

ca
u
tiru
l
J
a
p
a
n
eBe
trag
ed
y
,
callりd

■T
h
e
B
lihd
E
n
lP
er.r
J

(

L
a
fCad
i.
f
Te
arn
講

叫.ife
賀
d
JLit
e
r

a
tt山r
e
C
h
a
l)ter
V
L
TI
T
h
e
p
ro
se
of
Bm
a
lt
T
h
in
g
s
発
育
十
九
玄

以
下
参
照
)

商
事
禽
社
の
事
は
あ
れ
哲
も
商
業
学
校
の
事
は
記
述
せ
ず
O

然
れ
哲
も

シ
ー
ボ

ル

ト
先
生
は
濁
り
嘗
畢
博
物
畢
等
に
止
ま
ら
ず
日
欧
商
業
交
通
の
膚
め
に

1
大
商
事
倉
牡
を
創

党
し
､
夫
れ
に
附
属
し
て
長
崎
に
商
業
学
校
を
設
立
す
る
計
割
を
有
せ
ら
れ
L
は
事
賓
在
る
が
如
し
､
rJ
の
重
要
な

る
事
柄
は
今
日
ま
で
商
業
敵
背
に
踊
係
あ
る
単
著
教
育
家
叉
我
国
商
業
教
育
史
を
草
す
る
人
々
等
に
依
り
看
過
せ
ら

れ
光
る
は
甚
だ
遺
櫨
覆
り
｡

昨
年
八
月
十

1
日

(蕃
暦
七
月
六
日
)
は
正
に
先
生
が
西
暦

】
八
二
三
年

(文
政
六
年
)
日
本
長
崎
最
初
の
渡
凍



よ
り
百
年
在
b
き
O
n
れ
ぼ
同
年
秋
十
月
十

t
日
を
期
し
先
生
渡
凍
百
年
記
念
式
を
長
崎
に
て
寒
行
す
る
等
在
h
L

が
開
束
祭
典
の
褒
め
に
延
期
し
凍
る
本
年
四
月
二
十
七
日

(日
曜
)
に
先
生
涯
凍
百
年
記
念
式
を
奉
行
せ
ん
正
す
｡

こ
れ
乙
の
稀
あ
る
所
以
也
｡
備
'
先
生
渡
凍
百
年
記
念
倉
に
て
論
文
集
を
出
版
の
塞
あ
る
が
故
に
先
生
に
掬
す
る
詳

細
の
研
究
は
夫
等
を
参
照
ruれ
ん
革
を
予
は
蔑
者
諸
彦
に
切
望
す
｡

(

附
撃

A
llg
e
m
eine
D
eu
tsch
e
B
i.g
rap
h
ie
所
載

シ
ー
ガ
ル
Jl
博
_二
あ
る
y
I
が
ル
tL
第

一
回
日
本
波
束
の
年
に
誤
_こ
し
て
y
I
ボ
ル
ト

に

一
八
二
三
年

(我
文
政
六
年
)
に
日
本
に
波
束
せ
り
｡

附

錦

フ
ィ

グ

ジ
ブ
･
フ
ラ

ン
ヅ
･
フ

ォ

ン
･
ジ
ー

ガ
ル

･L
略
年
譜

1
西
暦

1
七
九
六
年

(我
寛
政
八
年
)
二
月
十
七
H
南
猫
逸
バ
イ
エ
ル
y

(B
ay
er
n)
ア

ユ

ル

ダ

ブ
ル
ク

(
VV
a
rzb
u
rg
)
に
生
る
父

ヨ
ハ

ン
.
ダ
チ

か
が
･
ク
リ
ス
JL
I
フ
･
フ
ォ
シ
･
汐
-
ガ
ル
下

(J
o
h
a
n
n
G
eo
rg
C
h
ris
fLO
Ph
v
c.n

S
i
e
b
o
ld
)

)は
同
地
大
準
教
授
な
り
手
｡

2

7
八
二
〇
年
(我
文
政
三
年
)
生

地
甘
ユか
タ
ブ
ル
ク
大
挙
にこ
於
て
ド
ク
ト
か
と

な

る
O
同
大
聾
-こ
て
腎
聾
の
外

_こ自
然
科
挙
土
俗
撃
等
和
撃
べ
り
｡

3

7
八
二

二
年

(文
政
五
年
)
七
月
二
十

一
日
和
関
東
印
度
骨
証
等
響
Li
任
ぜ
ら
る
､U

4
汐
-
ガ
ル
ト
ーミ
和
尚
東
印
度
商
放
り
第

7
衛
生
士
官

(C
h
iru
rg
y
n
去

ajor
in
de
1t

N
led
erla
n
d
is
ch･iud
isch
e
n
A
r
m
ee)
と
し
て
任

.1バ
タ
ピ

ア

(
B
a
tav
ia)
に
赴
く
偉
め

",To
n
g
en
A
d
ria
n
e
"
な
る

軍
艦に
搭
じ
7八
二
二
年

(文
政
五
年
)

六
月
同
地
み
蟹

し
長
崎
に
向

へ
り

｡

5

一
八
二
三
年

(文
政
六
年
)
八

月
十

一
日

(薗

暦
七
月
六
日
)
シ
ー
ガ
ル
･L
長
崎
に
著
す
｡
時
に
年
二
十
八
0

6

1
八
二
六
年

(文
政
九
年
)
島
崎
出
場
那
簡
商
館
長
に
徒
ひ
江

戸

_ニ
赴
く
0

7

一
八
二
八
年

(文
政
十

山
年
)
十
二
月

毎

暦
十

7
月
)
長
崎
み
蟹
し
バ
ク
ぜ
ア
1こ
向
は‡
ん
と
ぜ
L
が
輸
出
焚
別
品
蟹
党
T

(地
噂

地
謡
､
戦
託

刀
鉱
等
の
塀
)
0

8
1
八
三
〇
年
1
月

(文
政
十
二
年
十
二
月
)
再
波
を
禁
L
)
て
蹄
威
せ
し
む
｡

9

7
八
五

九
年

(安
政
六
年
)
四
月
燭
逸
ガ
ン

(B
o
n
n)
私
費
L
八
月
布
川
島
崎
に
苑
ろ
'
日
光
隙
約
線
蘇
せ
ら
れ
次
で
臼
歯
新
保
約
成
り
y
I
が
か

も
入
団
の
禁
解
け
L
が
鳥
也
O

弟
三
十
六
馨

(
七
四
七
)

研

究

我
国
商
艶
歌
管
故
と
y
I
が

か
F

鰐
五
娩

九
五



第
三
十
六
魯

(
七
四
へ
)

研

究

我
圃
商
業
教
育
史
と
シ
ー
が

か

下

第
五
統

九
六

12ll1()

月 八 八 八〇J_｣,A-J.･.ノヽ /ヽ ′ヽ
六 四 一
年･年 率

(究
久
元
年
)
シ
ー
ガ
ル
･1
江
戸
に
召
さ
れ
外
国
事
務
の
顧
問
と
な
り
L
が
伺
年
末
其
住
み
解
が
ろ
次
で
バ
タ
ピ
ア
に
召
還
ぜ
ら
る
.

(元
治

冗
年
)
シ
ー
肘
か
･L
瓜
畦
私
去
り
欧
洲
に
締
り
復
職
在
離
し
和
蘭
在
去
り
て
故
国
南
猫
バ
イ
エ
ル
y
tこ
退
隠
す
.

(兜
琴

一年
)
十
月
十
八
日
シ
ー
が
か
i･病
み
て
南
猫
逸
バ
イ
工
か
シ
?
"
ユ
ソ
〈
y
(M
iin
ch
en
)
に
於

て
永
鵬
す
時
に
七
十
醜
九
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